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外国語学部フランス語専攻四年
安土紗生
（あづち
　
さき）
「言葉」って面白いな、と思います。私たちはここ外大で、様々な言葉について学ぶわけですが、そのひとつひとつがそれぞれ違う性質を持っています。しかし言葉は、時にひとつの塊となって、私たちに力強く訴えか て来るものです。私からは、 「言葉」 まつわる三冊を紹介します。松本修『全国アホ・バカ分布考
─
はる
かなる言葉の旅路』
新潮文庫、一九九六
方言は、私たちの一番身近にある言葉
の神秘ではないだろうか。テレビ番組の一企画から始まった言葉の日本一周旅行は、日本の「心」までをも教えてくれる。村瀬学『 「あなた」の哲学』
講談社現代新書、
二〇一〇「自己」と「他者」を軸に語られてきた思想史。しかしそこに「あなた とう言葉をおいたとき、それが不思議な存在であることに気づく。
『ラ・ロシュフコー箴言集』
二宮フサ訳、
岩波文庫、一九八九
箴言とは、格言のこと。約四世紀の時
を越えた今もなお、現実味を帯びて私た
ちに迫ってくる力強い言葉たち。読むうちに、思わず頷いてしまうこともしばしば。????
????外国語学部ドイツ語専攻四年伊藤千尋
（いとう
　
ちひろ）
パトリック・ジュースキント『香水
 あ
る人殺しの物語』
池内紀訳、文春文庫、
二〇〇三
新入生のみなさん、ご入学おめでとう
ございます。私は今回この場を借りてみなさんに海外文学に親しむことをおすすめしたいと思います。
紹介するのは、ドイツで一九八五年に
出版され、世界中でベストセラーとなった『
D
as Parfum
』の和訳、 『
香水
』です。
私はもともと翻訳された本が苦手だったのですが、一八世紀のパリを舞台と る『香水
』の狂気じみた、しかし斬新なス
トーリーや訳文のテンポの良 に、私の「海外文学」に対するイメージは覆され
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ました。ドイツ語専攻の方にはもちろん、そうではない方にもぜひ読んでほしい一冊です。
海外の本を好きになることで生まれる、
その言語や地域への愛着はこれから勉強をするうえでも支えに ってくることと思います。自分の専門の言語・地域でのお気に入りの作家や本、翻訳家を見つけることができたら、それは本当 素敵なことです。みなさんにはぜひ「本当に読みたい本」に出会って、専攻言語を好きになっていってほし と思います。????
?????外国語学部チェコ語専攻四年小川茉侑
（おがわ
　
まゆ）
私はゆで卵を、黄身を噛まずにそのま
ま飲み込みます。黄身がゆっくり食道を通っていくときの、お蕎麦のスルッとした喉越しとは異なって、ウウッとむせたくなるような不快 もとれる感覚 何ともたまらないからです
（真似はしないでく
ださいね）
。
レイモンド
・
カーヴァー『愛について
語るときに我々の語ること』
（村上春樹訳、
中央公論新社、二〇〇六）
には、この黄身の
喉越しのご く、読み終えたときに思わず、ウウッとうなりたくなるような短編がたくさん入っています。なかでも「足もとに流れ
る深い川」の読後感ときたら
もう……。
ハッピーエンドの本を読むことが多い
人にこそおすすめします。初めてこの本を読んだときは少し憂
ゆううつ
鬱な気分になって
しまうかもしれません。け ども、あとからやってくる心の奥深いところを突かれたような感覚は、なかなか味わえない経験です。
日々は、心地よく過ぎ去っていくこと
よりも、むしろ不快感を伴いながらゆっくりと流れていくことの方が多いです。しかし、そうしたときこそが を豊かにして れる、そう気づ せてくれる作品です。
??
?
?
????外国語学部チェコ語専攻四年
小澤美沙季
（おざわ
　
みさき）
大学生活と、外大生の大半が持つこと
になるだろう海外経験のそれぞれにヒントをくれる二つのエッセイを紹介。田辺聖子『夢の櫂こぎ
 どんぶらこ』
集英
社、二〇〇二
女の子は誰もが、ぬいぐるみと言葉を
交わしたことがあるだろう。 の本は永遠の少女、田辺聖子さんと彼女のぬいぐるみたちによる日常会話集。他愛ないやり取りの中に人間の真理 隠れてい「すぎしこと、みな佳し」は、著者がネガテ
ィブな犬のコビイに向けた言葉。ス
ヌーピーのスヌーは「和を以って貴しとなす」を説く。実はまだぬいぐ み お話しできる、というあなたに贈りたい一冊。よしもとばな
な『人生の旅をゆく』
ＮＨ
Ｋ出版、二〇〇六
60
世界を旅した著者が見つけた、世界の、
そして日本の生活と文化の本質が集められている。海外に出て感じたちょっとした違和感や驚きを、すっきりと形にしてくれる。旅行のほか、人間以外の生き物、そして生きることそのも への考察が詰まった一冊。?
?
? ?
?
? ?
?
?
総合国際学研究科博士前期課程二年阪本佳郎
（さかもと
　
よしろう）
海、貝や珊瑚まじりの白砂に両足を埋
うず
めながら、潮風にページを眼
め
繰
く
る。海旅
へ携えていく三冊の本。Ｊ・Ｍ・Ｇ・ル・クレジオ『パワナ
 くじ
らの失楽園』
菅野昭正訳、集英社、一九九五
もしあなたの旅が、クジラに会うため
のものな だとしたら、ある悲歌を心に忍ばせてゆく もよいかもしれません。ル・クレジオの『パワナ は クジラの集う秘密の楽園が、人の手によって失わ
れてしまうお話。母鯨が子を産み、老鯨が安らかに眠る神秘の潟湖は、人がそれを眼にし った時、血に染まってしまうのです。ル・クレジオは私たちと海との失われた関係を、再び今へと還してくるために、昔語りのようにして言葉を紡ぎます。ウィル・クセルク『星 航海術 もとめて─
ホクレア号の
33日』
加藤晃生訳、青
土社、二〇〇六海部宣男『宇宙をうたう
─
天文学者が
訪ねる歌びとの世界』
中公新書、一九九九
夜、水平線が闇に失せてしまって、空
と海が綯
な
い交ぜになるころ、海には星が
あふれだします。海の島々を、島伝いに旅した古い人々は、星をたよりに航海をして、 らゆる土地に移り住んできました。古
いにしえ
より海の人々は星を歌い継いでき
たのです。星の詩の古今東西。万葉集やリグ・ヴェーダから現代詩まで、歌々を遥かに渡りながら、ある天文学者 人々がどれだけの想いを込めて星へ語りかけてきたの 、彼自身の星へ 想いも添えて静かに話をする です。
本を海に透かしみることで、人と宇宙
との失われた時に想いを馳せてみませんか。??
??????
??
外国語学部フランス語専攻四年玉井草太
（たまい
　
そうた）
忙しいようで意外と時間のありあまる
大学生活。空いた時間にミステリ作品はいかがですか？
 
ハリイ・ケメルマン『九マイルは遠すぎる』
永井淳
・
深町眞理子訳、ハヤカワ・ミステ
リ文庫、一九七六「九マイルもの道を歩くのは容易ではない、まして雨の中となるとなおさらだ」 。みなさんはこの一文 らどんな想像ができますか？
　
話し手はうんざりし
ている、雨が降るとは予想して なかった……ニッキ
ィ・ウェルト教授は、純粋
な論理を武器に次々と推論を導き出し、
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背後にある事件の真相を暴き出します。アガサ・クリスティー『そして誰もいなくなった』
青木久惠訳、 ハヤカワ・クリスティー
文庫、二〇一〇
誰もが一度は聞いたことがある超有名
作。何者かによ て孤島に集められた十人の男女が、不気味な童謡の歌詞に沿ってひとり、またひとりと殺されていきます。一気読み必至です。エラリー・クイーン『オランダ靴の謎井上勇訳、創元推理文庫、二〇〇九
クイーンの「国名シリーズ」三作目の
作品。シリーズのなかでもロジックの明晰さはピカイチ。探偵と読者が同じ条件で事件解決に挑む「読者への挑戦」の趣向もうれしいところです。ち みに翻訳者の井上勇さん 本学の前身 東京外国語学校フランス語科のＯＢ もあります。
是非これらの作品を入り口として、奥
深い海外ミステリの世界へ踏み出してみてください。最後に一言だけ、いくらおもしろ ても講義にはちゃんと行きま
しょう。???????
総合国際学研究科博士前期課程二年
松原理佳
（まつばら
　
りか）
①川上弘美『東京日記』シリーズ
、既刊
三巻、平凡社、二〇〇五─一一②アーサー・ビナード『左右の安全』
集
英社、二〇〇七③谷川俊太郎・山田馨『ぼくはこうやって詩を書いてきた
─
谷川俊太郎、詩と
人生を語る』
ナナロク社、二〇一〇
好きな作家の日常が窺える作品を選び
ました。①は、著者の日常を描いた「五分の四はホント」の日記。②も、やはり著者の生活体験を散文詩で綴った作品です
。③は対談形式の読み物で、著者が創
作や人生において何らかの課題に直面し、その一つの結果として作品が生まれていく様子が語られています。
日常を綴ることは、生活の記録という
よりも、自分の感覚と言葉を結びつける作業だと私は考えます。言葉は感覚に先立つものではないはずです。まず体験を反芻することから始まり、イメージを膨らませ、それをとらえる言葉を探し当ててはじめて文字にできる。これは外国語を学ぶ感覚とも似ています。シンプルな言葉で紡がれたこれらの作品から情景がみずみずしく伝わっ く のは、書き手の側に豊かな言語 があり、両者を結びつける上で言葉に囚 れすぎ ないからではないでしょうか。
ややこしいことは抜きにしても、どれ
も楽しく読める作品 す。併せて、日々感じたことや考えたことを して書き留めておくこともおすすめ ます。
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C
unha Faulstich Yuri ）
総合国際学研究科博士前期課程／ブラジル／ポルトガル語杉浦日向子『一日江戸人』
新潮文庫、二〇〇五
江戸時代の文化背景を知らない人に
もわかりやすく読めるよう工夫されている本である。著者自筆のイラストが多く、ユーモラスな文章で江戸の生活が説明されているので、読者にとって親しみやすい。
江戸時代といえば、すぐに思い浮かぶのは武士であろうが、この
本の登場人物の多くは庶民である。義務、徳などより、遊び、オシャレ、生活などの多方面につ て書かれている。例えば、江戸時代に
モテた男性や女性はどんな体格で、どんな性格だったか。江戸の銭湯はどんな構造で、現在の通貨でいうといくら
かかったかなど、興
味深い話
が
多い。誰でも楽しみながら江戸文化が勉強できる本だと
思う。Sérgio Buarque de H
olanda, Raízes do Brasil, C
om
panhia das 
Letras, 1995.
日本語訳は
セルジオ・ブアルケ・デ・オランダ『真心と冒険
―
ラテン的世界』
（池上岑夫訳、新世界社、一九七一）
。一九三六年刊行の
本だが、現在でもブラジルの社会を理解するのに欠かせ い本だと言える。著者は有名なブラジル音楽歌手シコ・ブアルキ 父で、優れた社会学者および歴史学者として評価されている。
この本はブラジルを植民地としたポルトガル人の分析から始まり、
ブラジル人の文化や性格の根元を明らかにする。そ を通じて、興味深いかたちで二〇世紀までのブラジル社会の変化を説明していく。ブラジル文化やブラジル人の性格に興味ある方 有益な文献であろう。????????
（金旼慶）
総合国際学研究科博士前期課程／韓国／韓国語湯本香樹実『夏の庭
―
T
he F
riends 』
新潮文庫、一九九四
親友の山下と河辺と「僕」は同じクラスだ。おばあちゃんが亡く
なって、田舎に帰っていた山下が戻り、僕たち三人は「死」というものについて考える事になる。そんなある日、変わり者の河辺が、
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近所のすぐにでも死んでしまいそうな顔をしている「おじいさん」を観察しようという話を持ちかける。しかし、確かに今 も死にそうだったその「おじいさん」は日に日に元気になっていくではないか。僕達三人が子供から少年へと成長 ていくなかでふれた「死」を通して い して「 」を受け入れるかを問う本である。???『???』
（
?
）
??
、二〇〇九
（??????????
―
幼き瞳の告発?蓮池薫訳、新潮社、二〇一二）
「トガニ」とは粘土または耐火性物質で作られた容器で、金属を溶かす時などに試験用として使われる。韓国 は「試練」の象徴としてよく用いられる。小説『トガニ』
は二〇〇五年、ムジン障害者学
校（聴覚障害者学校、現在の光州インファ学校）で発生した性的虐待事件を、作家自 取材し、小説として世 中に暴露したものである。この小説は二〇一一年に映画化され、韓国国内に大きな衝撃を与えた。国会では〝トガニ法〟が制定されるまでに至った 社会的弱者をどのように守るかを問いかける本であ 。???????
（
Joka Sanja ）
総合国際学研究科博士後期課程／セルビア／セルビア語村上春樹『 境の南、太陽の西』
講談社文庫、一九九五
主人公は、ジャズバーを経営して、家族を持ち、一見完璧な人生
を送っている
ように見える男。しかしあるとき彼の前に不思議な女
性が現れる。彼はその人物のことが頭から離れなくなり、家庭生活と、その現実の人間か空想の中の人物かもわからない女性のあいだで苦しむようになる。その後多くの動揺を経て、結局は家族のもとへ戻るのだが、彼には強い罪悪感が残るのだった。この小説のよさは人間の感情の複雑さを繊細に、深く共感できるかたちで描いていることであ 善悪の間にはっきりとした境界線を引けなときもあるということを、物語 通して教えてくれている。Vladan D
esnica, Proljeća Ivana G
aleba, Zavod za udžbenike, 1997.
（??????????????????????ザヴォド・ザ・ウジュべニケ、一九九七）
手の手術を受けたバイオリニストが、入院生活の中で人生を顧み
る。この小説は、主人公であるそ バイオリニストの過去のエピソードと、それについての反省や心理的、分析的な考察などから 物語であ 主人公は、幼少期や
青春時代の世界に戻り、過去の出来
事
を描いていく。過去を紐解く鍵になるのは、音、色、匂いや雰囲
気の記憶だ。そして想起された物語は、ひとつの哲学 テーマへと収斂されていく。感情的で繊細な描写の中に知的な問題意識が垣間見える作品である。
